
２０２０年に取扱額２兆円ＪＴＢ

長
期
成
長
へ
経
営
ビ
ジ
ョ
ン

”
伊
豆
マ
ニ
ア
”が
企
画

女
子
目
線
で
地
図
作
成
日 旅 が
フリープラン

華
や
か
　

は
と
バ
ス
ガ
イ
ド

晴
れ
着
で
成
人
式

Ｋ
Ｎ
Ｔ
｜
Ｃ
Ｔ
Ｈ
Ｄ
株
の
一
部

政
策
投
資
銀
に
譲
渡
近　鉄

ＫＮＴ

海
旅
、２
ケ
タ
の
減
少

１０年同月比では３％増に

総取扱額は１％増

日　旅

国
内
、海
外
と
も
増
加

トップ

国
内
旅
行
は
２
％
減

ＪＴＢ

国
内
旅
行
は
３
％
増
に

第
８
回「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
交
流
文
化
賞
」

一
本
杉
町
町
会
が
受
賞

（３） 第２６８９号第３種郵便物認可２０１３年（平成２５年）１月２６日（土曜日）

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
田
川
博
己
社
長
は
烱
日
欷
グ
ル
欟
プ
全
体
で
炳
年
に
取
扱
額
２
兆
円
欷
営

業
利
益
４
０
０
億
円
を
目
標
と
す
る
経
営
ビ
ジ
欖
ン
を
発
表
し
た
盜
欹
ア
ジ
ア
市
場
に

お
け
る
圧
倒
的
ナ
ン
バ
欟
ワ
ン
ポ
ジ
シ
欖
ン
を
確
立
し
欷
長
期
的
・
安
定
的
な
成
長
を

可
能
と
す
る
基
盤
を
完
成
さ
せ
る
飮
を
基
本
戦
略
と
す
る
盜
宿
泊
販
売
４
千
億
円
を
達

成
す
る
た
め
欷
４
月
に
国
内
商
品
事
業
部
の
一
元
化
を
図
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
盜

経
営
ビ
ジ
欖
ン
を
発
表
す
る
田
川
社
長

瀲月分

　
日
本
旅
行
の
昨
年
瀲
月
の

総
販
売
額
は
前
年
同
月
比
３

・
９
％
増
の
３
６
４
億
４
４

６
４
万
円
だ
檸
た
盜
国
内
旅

行
が
同
３
・
５
％
増
の
２
２

５
億
２
６
０
８
万
円
欷
海
外

旅
行
が
同
８
・
７
％
増
の
１

２
７
億
８
５
９
４
万
円
と
欷

そ
れ
ぞ
れ
前
年
超
え
盜
国
際

旅
行
は
同
烽
・
６
％
減
の
瀲

億
２
９
６
０
万
円
と
欷
前
年

を
下
回
檸
た
盜

　
国
内
旅
行
の
内
訳
は
欷
団

体
旅
行
が
同
１
・
６
％
増
の

爻
億
８
８
３
９
万
円
欷
企
画

商
品
が
同
瀲
・
８
％
増
の
牆

億
３
５
１
１
万
円
欷
Ｊ
Ｒ
券

・
航
空
券
・
一
般
宿
泊
な
ど

の
個
人
旅
行
計
が
同
１
・
０

％
減
の
狒
億
２
５
８
万
円
盜

　
団
体
は
一
般
団
体
歉
同
０

・
５
％
増
の
熄
億
８
５
３
４

万
円
歐
欷
教
育
旅
行
団
体

歉
同
３
・
５
％
増
の
焉
億
３

０
４
万
円
歐
と
も
に
前
年
超

え
盜

　
企
画
商
品
は
自
社
企
画
の

赤
い
風
船
歉
同
炙
・
６
％
増

の
爰
億
６
４
５
３
万
円
歐
が

前
年
超
え
盜
他
社
企
画
歉
同

瀲
・
９
％
減
の
５
億
７
０
５

７
万
円
歐
は
前
年
を
下
回
檸

た
盜

　
海
外
旅
行
は
欷
団
体
歉
同

８
・
１
％
増
の
焙
億
１
２
５

万
円
歐
欷
企
画
商
品
以
外
の

個
人
旅
行
歉
同
炬
・
４
％
増

の
燔
億
２
２
７
０
万
円
歐
が

増
加
盜
企
画
商
品
歉
同
１
・

２
％
減
の
熹
億
３
０
３
６
万

円
歐
が
減
少
し
た
盜

　
１
月
か
ら
の
累
計
は
欷
総

販
が
前
年
同
期
比
５
・
９
％

増
の
３
５
０
９
億
１
８
２
６

万
円
盜
こ
の
う
ち
国
内
旅
行

は
同
９
・
９
％
増
の
２
１
６

１
億
３
４
３
３
万
円
盜
海
外

旅
行
は
同
１
・
５
％
増
の
１

２
５
３
億
４
９
０
３
万
円
盜

　
東
京
都
内
で
開
い
た
欹
２

０
１
３
年
新
春
経
営
講
演

会
飮
の
中
で
発
表
し
た
盜
昨

年
３
月
に
創
立
１
０
０
周
年

を
迎
え
欷
次
の
１
０
０
年
に

向
け
て
進
化
す
る
た
め
の
長

期
的
な
ビ
ジ
欖
ン
で
欷
欹
主

戦
場
を
グ
ロ
欟
バ
ル
欷
特
に

ア
ジ
ア
に
置
い
て
欷
日
本
で

や
檸
て
き
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
一
部
変
更
し
な
が
ら
世

界
に
広
め
て
い
き
た
い
飮
と

田
川
社
長
盜
加
え
て
欷
欹
国

内
市
場
の
掘
り
起
こ
し
も
大

事
だ
盜
新
し
い
マ
欟
ケ
蘖
ト

を
い
か
に
創
り
出
す
か
欷
新

し
い
領
域
に
い
か
に
乗
り
出

す
か
欷
に
つ
い
て
も
し
檸
か

り
具
体
的
に
展
開
を
し
て
い

き
た
い
飮
と
意
欲
を
示
し
た
盜

　
２
０
２
０
年
ビ
ジ
欖
ン
を

具
現
化
す
る
た
め
欷
グ
ル
欟

プ
経
営
の
基
本
方
針
機
次
の

１
０
０
年
に
向
け
た
経
営
基

盤
の
強
化
帰
グ
ル
欟
プ
シ
ナ

ジ
欟
最
大
化
に
よ
る
交
流
文

化
事
業
の
完
成
毅
需
要
創
造

と
シ
櫪
ア
拡
大
に
よ
る
成
長

へ
の
転
換
気
ミ
蘖
シ
欖
ン
経

営
の
徹
底
｜
を
策
定
盜
な
か

で
も
持
続
的
成
長
の
幹
と
位

置
づ
け
る
交
流
文
化
事
業
に

つ
い
て
田
川
社

長
は
欷
欹
地
域

に
眠
檸
て
い
る

伝
統
文
化
と
い

う
宝
を
欷
あ
る

い
は
生
活
文
化

と
い
う
現
実
を

見
据
え
な
が
ら

新
し
い
価
値
と

し
て
高
度
化
す
る
こ
と
が
最

も
重
要
飮
と
し
て
欷
全
国
の

自
治
体
や
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
と

の
連
携
を
引
き
続
き
強
化
す

る
こ
と
を
強
調
し
た
盜

　
ビ
ジ
欖
ン
遂
行
の
第
一
歩

と
し
て
欷
灣
年
度
か
ら
３
カ

年
の
次
期
中
期
経
営
計
画

欹
歡
パ
欟
フ
櫪
ク
ト
モ
欟
メ

ン
ツ
　
オ
欟
ル
ウ
櫪
イ
ズ
歸

ロ
欟
ド
　
ト
櫚
　
グ
ロ
欟
バ

ル
ビ
ジ
欖
ン
２
０
２
０
飮
を

実
施
す
る
盜
４
つ
の
事
業
領

域
機
国
内
個
人
事
業
帰
国
内

法
人
事
業
毅
グ
ロ
欟
バ
ル
個

人
事
業
気
グ
ロ
欟
バ
ル
法
人

事
業
｜
を
定
義
盜
国
内
個
人

事
業
で
は
シ
ニ
ア
層
・
富
裕

層
戦
略
を
さ
ら
に
強
化
し
欷

国
内
法
人
事
業
で
は
地
域
経

済
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
　

Ｄ
Ｍ
Ｃ
歉
デ
ス
テ
檪
ネ
欟
シ

欖
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
カ

ン
パ
ニ
欟
歐
戦
略
を
一
層
推

進
す
る
な
ど
し
て
欷
取
扱
額

で
１
兆
７
５
０
０
億
円
欷
営

業
利
益
で
２
０
０
億
円
を
目

指
す
盜

　
現
在
欷
各
地
域
事
業
会
社

が
抱
え
る
国
内
商
品
事
業
部

は
欷
４
月
に
国
内
商
品
事
業

本
部
を
グ
ル
欟
プ
本
社
内
に

設
置
し
て
一
元
化
盜
商
品
力

強
化
と
グ
ル
欟
プ
全
体
最
適

を
追
求
す
る
盜
国
内
旅
行
の

活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
だ

が
欷
欹
最
大
の
目
的
は
宿
泊

増
売
盜
４
千
億
円
の
早
期
達

成
を
目
指
す
飮
と
田
川
社
長
盜

欹
人
財
飮力
を
強
化

Ｊ
Ｔ
Ｂ

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
２
月
１
日
付

で
欷
欹
ジ
櫪
イ
テ
檪
欟
ビ
欟

能
力
開
発
飮歉
新
保
稔
社
長
歐

の
機
能
を
分
割
盜
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ

ル
欟
プ
の
欹
人
財
飮
力
を
強

化
す
る
教
育
研
修
部
門
に
つ

い
て
は
欷
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
欟
プ

本
社
の
人
事
企
画
部
に
移
管

し
欷
機
能
集
中
化
に
よ
り
人

財
力
を
さ
ら
に
高
め
る
盜

　
ジ
櫪
イ
テ
檪
欟
ビ
欟
能
力

開
発
は
解
散
盜
教
育
研
修
部

門
以
外
の
残
る
教
材
出
版
欷

通
信
教
育
欷
検
定
試
験
な
ど

の
部
門
は
欷
Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研

究
所
へ
継
承
す
る
盜

世
界
遺
産
の
五
箇
山

ラ
イ
ト
ア
蘖
プ
企
画

Ｊ
Ｔ
Ｂ

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
２
月
烋
日
欷
創

立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
と

し
て
欷
世
界
遺
産
の
五
箇
山

菅
沼
合
掌
集
落
歉
富
山
県
南

砺
市
歐
で
ラ
イ
ト
ア
蘖
プ
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
盜

　
日
本
最
古
の
民
謡
欹
こ
き

り
こ
飮
の
さ
さ
ら
踊
り
と
平

家
落
人
伝
説
欹
麦
屋
節
飮
の

笠
踊
り
を
行
い
欷
雪
あ
か
り

の
中
欷
幻
想
的
な
ス
テ
欟
ジ

で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
盜
会
場

で
は
五
箇
山
の
名
物
料
理
の

欹
炊
き
込
み
ご
飯
飮
欹
き
の

こ
汁
飮
欹
五
箇
山
と
う
ふ
の

煮
物
飮欹
赤
か
ぶ
ら
の
漬
物
飮

を
無
料
で
振
る
舞
う
盜
ま
た
欷

欹
熊
汁
飮
欹
い
わ
な
の
塩
焼

き
飮
欹
飛
騨
牛
の
串
焼
き
飮

の
ほ
か
欷
地
酒
や
栃
餅
な
ど

の
名
産
品
も
販
売
す
る
盜

　
五
箇
山
合
掌
の
里
で
の
家

屋
で
は
欷
語
り
部
に
よ
る
五

箇
山
の
歴
史
や
文
化
欷
生
活

に
つ
い
て
の
座
談
会
も
実
施

す
る
盜
イ
ベ
ン
ト
目
的
の
東

京
・
名
古
屋
・
大
阪
発
着
ツ

ア
欟
も
発
売
し
た
盜

　
日
本
旅
行
は
こ
の
ほ
ど
欷

@
伊
豆
マ
ニ
ア
A
の
女
性
企

画
担
当
者
に
よ
る
フ
リ
欟
プ

ラ
ン欹
素
敵
な
修
善
寺
散
歩
飮

欹
素
敵
な
西
伊
豆
町
・
堂
e

島
散
歩
飮
を
発
売
し
た
盜
自

ら
歩
き
ま
わ
檸
て
作
成
し
た

と
い
う
街
歩
き
マ
蘖
プ
を
パ

ン
フ
レ
蘖
ト
に
掲
載
盜
欹
女

子
目
線
で
の
お
す
す
め
街
歩

き
コ
欟
ス
を
紹
介
し
欷
女
子

の
ぶ
ら
ぶ
ら
街
歩
き
を
応
援

す
る
飮
と
同
社
盜

　
伊
豆
地
区
の
ツ
ア
欟
企
画

担
当
で
欷
入
社
瀲
年
目
の
箱

嶋
絵
里
子
さ
ん
歉
通
称
は
こ

え
り
歐
が
担
当
し
た
盜
欹
新

し
い
プ
ラ
ン
を
考
え
る
時
は

必
ず
現
地
に
赴
き
欷
携
わ
檸

た
人
に
会
う
の
が
こ
だ
わ

り
飮
と
い
う
箱
嶋
さ
ん
盜

欹
旅
館
と
の
交
渉
が
う
ま
く

い
か
ず
欷
１
人
雨
の
中
を
山

道
に
飛
び
出
し
た
後
欷
遭
難

し
か
け
欷
旅
館
の
方
々
に
保

護
さ
れ
た
飮
と
い
う
@
逸
話
A

も
残
檸
て
い
る
盜

　
マ
蘖
プ
に
記
載
さ
れ
て
い

る
施
設
で
パ
ン
フ
レ
蘖
ト
を

提
示
す
れ
ば
欷
割
引
な
ど
の

特
典
が
得
ら
れ
る
盜
マ
蘖
プ

は
ネ
蘖
ト
上
で
も
公
開
盜

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
欟
プ
の
旅
行

販
売
会
社
烝
社
に
よ
る
灑
年

瀲
月
の
取
扱
額
は
欷
前
年
同

月
比
１
・
８
％
増
の
１
３
５

２
億
９
２
０
０
万
円
だ
檸

た
盜
国
内
旅
行
は
２
・
７
％

増
の
８
２
３
億
４
０
０
万

円
盜
海
外
旅
行
は
１
・
７
％

増
の
４
４
８
億
２
７
０
０
万

円
欷
国
際
旅
行
は
炳
・
０
％

増
の
焜
億
７
２
０
０
万
円
欷

旅
行
関
連
商
品
そ
の
他
は
炒

・
６
％
減
の
燬
億
８
９
０
０

万
円
と
な
檸
た
盜

　
国
内
旅
行
の
内
訳
を
見
る

と
団
体
旅
行
は
２
・
３
％
減
盜

う
ち
一
般
団
体
は
欹
企
業
飮

が
９
・
５
％
増
欷
欹
官
公
庁

・
自
治
体
飮
が
８
・
９
％
減
欷

欹
組
織
飮
が
炙
・
１
％
減
と

な
檸
て
い
る
盜
教
育
団
体
は

６
・
４
％
減
だ
檸
た
盜

　
企
画
商
品
は
３
・
４
％
増

で
欷
う
ち
ブ
ラ
ン
ド
欹
エ
欟

ス
飮
は
６
・
５
％
増
盜
手
配

旅
行
を
含
む
個
人
旅
行
全
体

で
は
５
・
０
％
増
と
な
檸
た
盜

　
方
面
別
の
状
況
を
首
都
圏

発
エ
欟
ス
の
取
扱
人
員
で
見

る
と
欷
前
年
を
上
回
檸
た
の

は
炒
・
０
％
増
の
東
北
欷
８

・
５
％
増
の
北
海
道
欷
７
・

２
％
増
の
沖
縄
な
ど
盜
一
方
欷

前
年
を
下
回
檸
た
の
は
欷
０

・
４
％
減
の
近
畿
の
み
盜

　
海
外
旅
行
は
欷
団
体
旅
行

が
瀲
・
３
％
増
欷
企
画
商
品

が
０
・
２
％
増
欷
Ｆ
Ｉ
Ｔ
が

炒
・
５
％
減
だ
檸
た
盜

　
灑
年
度
瀲
月
ま
で
の
累
計

取
扱
額
は
９
・
９
％
増
の
１

兆
１
１
５
２
億
４
５
０
０
万

円
盜
国
内
旅
行
は
７
・
６
％

増
の
６
４
７
６
億
７
６
０
０

万
円
欷
海
外
旅
行
は
炙
・
２

％
増
の
４
０
２
５
億
６
９
０

０
万
円
欷
国
際
旅
行
は
爿
・

１
％
増
の
２
３
３
億
３
７
０

０
万
円
欷
旅
行
関
連
商
品
そ

の
他
は
瀲
・
１
％
減
の
４
１

６
億
６
３
０
０
万
円
盜

熟
年
・
シ
ニ
ア
向
け

新
サ
イ
ト
を
開
設

日
本
旅
行

　
日
本
旅
行
は
こ
の
ほ
ど
欷

熟
年
・
シ
ニ
ア
を
タ
欟
ゲ
蘖

ト
に
し
た
サ
イ
ト
ペ
欟
ジ

欹
プ
レ
シ
櫺
ス
・
エ
イ
ジ
飮歉ht

tp://w
w

w
.nta.co.jp/pre

cious/

歐
を
開
設
し
た
盜欹
人

生
の
経
験
を
重
ね
欷
本
物
を

知
檸
て
い
る
世
代
飮
に欹
新
し

い
大
人
旅
飮
を
提
案
す
る
盜

　
国
内
旅
行
で
は
欷
欹
記
念

日
に
利
用
し
や
す
い
旅
行
商

品
群
飮
と
し
て
欷
Ｊ
Ｒ
の
グ

リ
欟
ン
車
や
ハ
イ
ヤ
欟
を
使

檸
た
高
品
質
商
品
欹
プ
レ
ミ

ア
ム
特
選
の
宿
飮
欷
個
人
型

周
遊
プ
ラ
ン
欹
こ
こ
ろ
豊
か

に
巡
る
旅
飮
な
ど
を
ラ
イ
ン

ア
蘖
プ
盜
予
約
に
際
し
て
は
欷

ネ
蘖
ト
だ
け
で
な
く
電
話
で

相
談
を
受
け
付
け
る
専
用
窓

口
を
開
設
し
た
盜

　
サ
イ
ト
は
中
期
経
営
計
画

欹
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
　
２
０
１

６
飮
で
示
し
た
目
指
す
姿

欹
お
客
様
か
ら
信
頼
さ
れ
欷

常
に
満
足
を
提
供
す
る
企
業

グ
ル
欟
プ
飮
と
な
る
た
め
の

象
徴
的
な
取
り
組
み
の
一
つ

で
欷
重
点
顧
客
層
と
位
置
付

け
る
熟
年
・
シ
ニ
ア
マ
欟
ケ

蘖
ト
へ
の
取
り
組
み
強
化
の

一
環
盜

　
は
と
バ
ス
は
瀲
日
朝
欷
入

社
２
年
目
の
新
成
人
と
な
る

ガ
イ
ド
の
成
人
式
を
東
京
都

大
田
区
の
本
社
で
行
檸
た
‖

写
真
盜
祝
日
で
あ
る
成
人
の

日
は
業
務
で
各
自
治
体
の
式

典
に
参
加
で
き
な
い
ガ
イ
ド

が
い
る
た
め
欷
１
９
６
２
年

か
ら
同
社
独
自
の
式
典
を
行

檸
て
き
た
盜
今
年
で
燬
回
目

と
な
る
成
人
式
に
は
東
日
本

大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受

け
た
宮
城
欷
福
島
を
含
む
１

都
炙
県
出
身
の
炸
人
が
晴
れ

着
姿
で
式
に
参
加
し
た
盜

　
新
成
人
ガ
イ
ド
が
入
社
し

た
の
は
東
日
本
大
震
災
直
後

の
２
０
１
１
年
３
月
盜
福
島

県
出
身
の
松
川
陽
香
さ
ん
は

欹
東
北
か
ら
も
客
さ
ま
が
多

く
来
ら
れ
る
盜
み
な
さ
ま
を

笑
顔
に
で
き
る
よ
う
し
檸
か

り
勉
強
し
た
い
飮
と
語
檸
た
盜

　
先
輩
ガ
イ
ド
が
添
乗
す
る

バ
ス
に
欹
お
客
さ
ま
飮
と
し

て
乗
檸
た
新
成
人
た
ち
は
明

治
神
宮
を
参
拝
盜
絵
馬
に

欹
感
謝
を
忘
れ
な
い
素
敵
な

女
性
に
な
れ
ま
す
よ
う
に
飮

欹
笑
顔
を
増
や
し
た
い
飮
な

ど
願
い
を
書
い
た
後
欷
玉
串

奉
納
を
済
ま
せ
欷
神
社
を
後

に
し
た
盜

　
一
行
は
東
京
湾
ク
ル
欟
ズ

船
欹
シ
ン
フ
櫻
ニ
欟
飮
に
移

動
し
欷
新
成
人
以
外
の
同
期

と
合
流
盜
祝
賀
パ
欟
テ
檪
欟

で
新
成
人
ガ
イ
ド
た
ち
は
欷

第
１
回
式
典
か
ら
伝
統
行
事

と
し
て
歌
わ
れ
て
い
る
欷
二

代
目
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
ロ
欟
ズ

さ
ん
の
欹
二
十
歳
飮
を
熱
唱

し
た
盜

　
近
畿
日
本
鉄
道
歉
近
鉄
歐

と
日
本
政
策
投
資
銀
行
は
炯

日
欷
近
鉄
が
保
有
す
る
同
社

連
結
子
会
社
欷
Ｋ
Ｎ
Ｔ
¥
Ｃ

Ｔ
ホ
欟
ル
デ
檪
ン
グ
ス
歉
Ｈ

Ｄ
歐
の
株
式
の
一
部
歉
株
式

総
数
の
１
・
５
％
欷
３
９
０

万
２
千
株
歐
を
同
行
に
譲
渡

し
た
と
発
表
し
た
盜
こ
れ
に

よ
り
欷
近
鉄
の
株
式
所
有
割

合
は
燿
・
０
％
歉
譲
渡
前
爍

・
５
％
歐
に
下
が
る
が
欷
同

社
は
引
き
続
き
欷
同
Ｈ
Ｄ
の

筆
頭
株
主
に
と
ど
ま
る
盜

　
同
行
は
ホ
テ
ル
・
旅
館
な

ど
観
光
関
連
事
業
者
へ
の
投

融
資
欷
観
光
分
野
に
関
す
る

各
種
レ
ポ
欟
ト
の
公
表
な
ど

を
通
じ
て
欷
観
光
産
業
の
競

争
力
強
化
欷
地
域
活
性
化
支

援
に
取
り
組
ん
で
き
た
盜

　
同
Ｈ
Ｄ
は
欷
強
力
な
営
業

力
と
店
舗
網
を
持
つ
旧
近
畿

日
本
ツ
欟
リ
ス
ト
歉
Ｋ
Ｎ

Ｔ
歐
欷
メ
デ
檪
ア
販
売
に
強

い
ク
ラ
ブ
ツ
欟
リ
ズ
ム
の
経

営
統
合
に
よ
り
今
月
１
日
に

発
足
盜
２
社
が
持
つ
経
営
資

源
の
強
み
を
最
大
限
活
用
す

る
こ
と
で
生
ま
れ
る
シ
ナ
ジ

欟
効
果
に
よ
り
欷
さ
ら
な
る

成
長
を
目
指
し
て
い
る
盜

　
同
行
は
欹
わ
が
国
観
光
産

業
の
競
争
力
強
化
に
資
す

る
飮
と
し
て
同
Ｈ
Ｄ
発
足
を

高
く
評
価
盜
経
営
に
関
与
し

て
同
Ｈ
Ｄ
の
取
り
組
み
を
支

援
す
る
こ
と
を
通
じ
て
欷
国

内
観
光
産
業
の
発
展
を
目
指

す
と
し
て
い
る
盜

欹
謎
解
き
映
画
飮公
開
に

合
わ
せ
Ｈ
Ｐ
で
ク
イ
ズ

日
本
旅
行

　
日
本
旅
行
は
同
社
の
ホ
欟

ム
ペ
欟
ジ
と
フ
櫪
イ
ス
ブ
蘖

ク
ペ
欟
ジ
で
欹
大
人
の
ク
イ

ズ
キ
櫺
ン
ペ
欟
ン
飮
を
始
め

た
盜
ロ
バ
欟
ト
・
デ
ニ
欟
ロ

主
演
の
@
謎
解
き
映
画
A

欹
レ
蘖
ド
・
ラ
イ
ト
飮
公
開

歉
２
月
炒
日
歐
に
合
わ
せ
欷

サ
イ
ト
上
で
ク
イ
ズ
を
出

題
盜
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選

で
映
画
の
招
待
券
や
劇
場
ポ

ス
タ
欟
を
贈
る
盜
欹
キ
櫺
ン

ペ
欟
ン
を
通
じ
て
よ
り
多
く

の
人
に
ホ
欟
ム
ペ
欟
ジ
に
訪

問
し
て
ほ
し
い
飮
と
同
社
盜

期
間
は
２
月
焜
日
ま
で
盜

　
Ｋ
Ｎ
Ｔ
¥
Ｃ
Ｔ
ホ
欟
ル
デ

檪
ン
グ
ス
は
瀾
日
欷
旧
近
畿

日
本
ツ
欟
リ
ス
ト
グ
ル
欟
プ

歉
Ｋ
Ｎ
Ｔ
グ
ル
欟
プ
歐
の
２

０
１
２
年
瀲
月
の
取
扱
状
況

を
発
表
し
た
盜
総
取
扱
額
は

前
年
同
月
比
２
・
６
％
減
の

３
２
５
億
７
６
３
９
万
円
だ

檸
た
盜
こ
の
う
ち
国
内
旅
行

は
同
０
・
７
％
増
の
２
０
６

億
１
１
１
３
万
円
欷
海
外
旅

行
は
瀾
・
７
％
減
の
１
０
５

億
４
１
０
２
万
円
欷
国
際
旅

行
は
同
炳
・
７
％
増
の
８
億

６
１
８
２
万
円
欷
関
連
商
品

ほ
か
は
同
炳
・
１
％
増
の
５

億
６
２
４
２
万
円
盜

　
国
内
旅
行
の
内
訳
は
欷
一

般
団
体
が
同
炙
・
９
％
減
の

燒
億
２
５
４
７
万
円
欷
学
生

団
体
は
同
３
・
１
％
減
の
燬

億
１
５
６
９
万
円
で
欷
団
体

全
体
で
は
同
９
・
１
％
減
の

猝
億
４
１
１
６
万
円
盜
一
般
欷

学
生
と
も
昨
年
多
数
の
団

体
欷
イ
ベ
ン
ト
を
取
り
扱
檸

た
た
め
欷
反
動
が
大
き
か
檸

た
盜

　
国
内
企
画
旅
行
は
欷
欹
メ

イ
ト
飮
が
同
炙
・
２
％
増
の

牀
億
３
１
４
万
円
盜
方
面
別

人
数
は
欷
沖
縄
欷
東
北
欷
伊

勢
志
摩
欷
中
国
四
国
欷
Ｔ
Ｄ

Ｒ
・
東
京
が
前
年
を
大
き
く

上
回
檸
た
が
欷
北
海
道
と
九

州
が
伸
び
悩
ん
だ
盜
個
人
旅

行
全
体
で
は
同
７
・
８
％
増

の
煬
億
６
６
１
４
万
円
だ
檸

た
盜

　
海
外
旅
行
は
欷
一
般
団
体

が
同
７
・
２
％
減
の
焉
億
５

１
５
７
万
円
欷
学
生
団
体
が

同
焜
・
８
％
増
の
灑
億
６
８

９
９
万
円
で
欷
団
体
旅
行
全

体
で
は
同
２
・
０
％
増
の
燻

億
２
０
５
６
万
円
盜
企
画
旅

行
は
欹
ホ
リ
デ
イ
飮
が
同
焉

・
６
％
減
の
焜
億
８
２
６
８

万
円
盜
個
人
旅
行
全
体
で
は

同
７
・
３
％
減
の
煬
億
３
７

７
３
万
円
だ
檸
た
盜

　
２
０
１
２
年
１
月
か
ら
の

累
計
は
欷
総
取
扱
額
が
前
年

同
期
比
４
・
５
％
増
の
３
３

８
７
億
３
４
８
７
万
円
盜
内

訳
は
欷
国
内
旅
行
が
同
２
・

９
％
増
の
１
９
７
９
億
６
９

５
８
万
円
欷
海
外
旅
行
が
同

３
・
４
％
増
の
１
２
７
０
億

８
０
６
９
万
円
欷
国
際
旅
行

が
同
狒
・
２
％
増
の
犲
億
５

７
６
１
万
円
欷
関
連
商
品
ほ

か
が
同
炸
・
１
％
増
の
燧
億

２
７
０
０
万
円
だ
檸
た
盜

　
今
回
発
表
の
取
扱
状
況
に

含
ま
れ
る
会
社
は
欷
旧
Ｋ
Ｎ

Ｔ
グ
ル
欟
プ
の
Ｋ
Ｎ
Ｔ
と
Ｋ

Ｎ
Ｔ
北
海
道
欷
Ｋ
Ｎ
Ｔ
九
州
欷

Ｋ
Ｎ
Ｔ
東
北
欷
Ｋ
Ｎ
Ｔ
中
国

四
国
欷
Ｋ
Ｎ
Ｔ
商
事
欷
Ｋ
Ｎ

Ｔ
ア
ジ
ア
盜

　
ト
蘖
プ
ツ
ア
欟
は
炒
日
欷

昨
年
瀲
月
分
の
旅
行
販
売
実

績
を
発
表
し
た
盜
総
取
扱
額

は
前
年
同
月
比
０
・
４
％
減

の
１
２
６
億
４
９
６
９
万
円

だ
檸
た
盜
内
訳
は
国
内
旅
行

が
同
２
・
４
％
減
の
狒
億
２

０
１
８
万
円
欷
海
外
旅
行
が

同
７
・
８
％
増
の
煕
億
６
２

４
万
円
欷
訪
日
旅
行
が
同
４

・
７
％
減
の
６
億
２
８
２
６

万
円
欷
そ
の
他
が
烝
・
２
％

減
の
９
５
０
０
万
円
盜

　
国
内
旅
行
は
欷
企
画
商
品

が
前
年
を
上
回
檸
た
盜
教
育

団
体
は
同
瀾
・
７
％
増
を
記

録
し
た
が
欷
一
般
団
体
は
同

瀲
・
１
％
減
と
大
き
く
落
ち

込
ん
だ
盜
そ
の
結
果
欷
団
体

全
体
で
は
同
２
・
７
％
減
と

な
檸
た
盜

　
個
人
旅
行
は
欷
企
画
商
品

が
同
４
・
７
％
増
欷
企
画
商

品
を
除
く
個
人
旅
行
は
同
３

・
３
％
減
だ
檸
た
盜

　
海
外
旅
行
は
欷
一
般
団
体

が
前
年
を
大
き
く
上
回
檸

た
盜
一
般
団
体
が
同
煖
・
２

％
増
と
大
き
な
伸
び
を
示
し

た
一
方
で
欷
教
育
旅
行
団
体

は
同
熬
・
５
％
減
と
半
減
近

い
大
幅
な
落
ち
込
み
だ
檸
た

た
め
欷
団
体
旅
行
全
体
で
は

同
９
・
６
％
増
に
と
ど
ま
檸

た
盜

　
個
人
旅
行
は
欷
企
画
商
品

全
体
で
は
欷
自
社
企
画
商
品

が
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
影
響

も
あ
り
同
炳
・
５
％
減
を
記

録
盜
逆
に
欷
そ
の
他
の
個
人

旅
行
は
同
灣
・
８
％
増
だ
檸

た
盜

　
観
光
庁
が
炯
日
に
発
表
し

た
２
０
１
２
年
瀲
月
の
主
要

旅
行
業
爍
社
の
旅
行
取
り
扱

い
状
況
歉
速
報
歐
は
欷
総
取

扱
額
が
５
５
０
７
億
４
４
０

８
万
円
で
欷
前
年
同
月
比
１

・
０
％
増
欷
前
々
年
同
月
比

で
は
３
・
１
％
増
だ
檸
た
盜
内

訳
は
欷
国
内
旅
行
が
前
年
同

月
比
２
・
７

％
増
の
３
６

１
４
億
６
６

３
３
万
円
欷

海
外
旅
行
が

２
・
５
％
減

の
１
８
２
９

億
８
１
２
９

万
円
欷
外
国

人
旅
行
が
灣

・
０
％
増
の

爭
億
９
６
４

６
万
円
盜

　
分
野
別
に

前
々
年
同
月

比

を

見

る

と
欷
国
内
旅

行
は
４
・
１
％
増
欷
海
外
旅
行

は
１
・
５
％
増
欷
外
国
人
旅

行
は
瀲
・
１
％
減
盜
国
内
旅

行
は
欷
３
カ
月
ぶ
り
の
増
加
盜

　
爍
社
中
欷
取
扱
額
の
合
計

が
前
年
を
超
え
た
の
は
煥

社
盜
国
内
旅
行
で
前
年
を
超

え
た
の
は
燵
社
中
欷
煖
社
盜

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
総
取

扱
額
の
前
年
同
月
比
は
２
・

１
％
増
の
１
３
７
３
億
３
３

９
５
万
円
だ
檸
た
盜
国
内
旅

行
は
５
・
９
％
増
の
８
１
８

億
７
０
７
５
万
円
欷
海
外
旅

行
は
３
・
０
％
減
の
５
５
２

億
４
５
６
７
万
円
欷
外
国
人

旅
行
は
６
・
５
％
減
の
２
億

１
７
５
３
万
円
盜
前
々
年
同

月
比
は
欷
国
内
旅
行
が
５
・

９
％
増
欷
海
外
旅
行
が
３
・

９
％
増
欷
外

国
人
旅
行
が

焉
・
５
％
減

で
欷
合
計
で

５
・
０
％
増

加
盜

　
募
集
型
企

画
旅
行
の
総

取
扱
人
数
は

前
年
同
月
比

１
・
９
％
増

の
３
６
８
万

４

３

５

９

人
盜
内
訳
は

国
内
旅
行
が

３
・
２
％
増

の
３
３
４
万

６
９
８
８
人
欷
海
外
旅
行
が

瀾
・
５
％
減
の
熈
万
６
０
４

２
人
欷
外
国
人
旅
行
が
６
・

７
％
増
の
１
万
１
３
２
９

人
盜
前
々
年
同
月
比
は
国
内

旅
行
が
１
・
２
％
増
欷
海
外

旅
行
が
２
・
３
％
減
欷
外
国
人

旅
行
が
烋
・
７
％
減
欷
合
計
で

は
０
・
８
％
増
だ
檸
た
盜

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
烱
日
欷
人
や
文

化
と
の
交
流
に
よ
る
地
域
活

性
化
の
事
例
を
表
彰
す
る

欹
第
８
回
Ｊ
Ｔ
Ｂ
交
流
文
化

賞
飮
の
受
賞
作
品
を
発
表
し

た
盜
持
続
的
な
交
流
の
創
造

と
各
地
域
の
魅
力
の
創
出
欷

地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
賞
で
欷

最
優
秀
賞
に
は
石
川
県
七
尾

市
の
一
本
杉
町
町
会
欹
歡
花

嫁
の
れ
ん
の
ま
ち
歸
の
と
・

七
尾
　
一
本
杉
通
り
歡
語
り

部
処
歸
で
ふ
れ
あ
い
歡
茶
の

間
の
観
光
歸飮
が
選
ば
れ
た
盜

　
一
本
杉
町
町
会
は
欷
加
賀

藩
だ
け
に
伝
わ
る
婚
礼
の
風

習
欹
花
嫁
の
れ
ん
飮
を
一
本

杉
通
り
の
店
や
民
家
に
飾
る

欹
花
嫁
の
れ
ん
展
飮
を
開
催
盜

語
り
を
楽
し
む欹
語
り
部
処
飮

も
作
檸
た
盜
加
賀
友
禅
と
仏

間
の
生
活
文
化
も
現
在
に
再

発
見
さ
せ
欷
文
化
活
動
と
し

て
高
く
評
価
さ
れ
た
盜

　
優
秀
賞
は
欷
沖
縄
県
南
城

市
の
南
都
欹
祖
先
の
痕
跡
が

残
る
空
間
歡
ガ
ン
ガ
ラ
欟
の

谷
歸
守
る
た
め
に
価
値
を
伝

え
る
飮
と
大
阪
府
松
原
市
の

阪
南
大
学
国
際
観
光
学
部
松

村
嘉
久
研
究
室
欹
学
生
ボ
ラ

ン
テ
檪
ア
が
運
営
す
る
新
今

宮
観
光
イ
ン
フ
櫻
メ
欟
シ
欖

ン
セ
ン
タ
欟
飮
の
２
作
品
盜

　
併
せ
て
欷
旅
行
体
験
に
基

づ
い
た
交
流
を
題
材
と
し
た

個
人
の
旅
行
記
を
表
彰
す
る

欹
交
流
文
化
体
験
賞
飮
も
発

表
し
た
盜
最
優
秀
賞
は
欷
一

般
個
人
部
門
が
小
高
朋
子
さ

ん
の
欹
大
地
の
芸
術
祭
殳
越

後
妻
有
ア
欟
ト
ト
リ
エ
ン
ナ

欟
レ歡
車
座
お
に
ぎ
り
歸
で
欷

笑
顔
と
い
の
ち
に
つ
な
が
る

旅
飮
盜
新
設
の
ジ
欒
ニ
ア
部

門
欷
小
学
校
低
学
年
の
部
は

松
尾
倫
之
介
さ
ん
の
欹
ぼ
く

の
京
都
旅
行
飮
欷
小
学
校
高

学
年
の
部
は
白
根
拓
実
さ
ん

の
欹
ホ
タ
ル
に
教
え
て
も
ら

檸
た
滋
賀
県
の
よ
さ
飮
欷
中

学
生
の
部
は
深
澤
崇
史
さ
ん

の
欹
都
会
檸
子
の
一
人
旅
橄

平
戸
飮
だ
檸
た
盜

　
昨
年
７
殳
９
月
に
募
集

し
欷
交
流
文
化
賞
に
燿
作
品
欷

交
流
文
化
体
験
賞
一
般
個
人

部
門
に
１
４
１
作
品
欷
同
ジ

欒
ニ
ア
部
門
に
５
４
６
作
品

の
応
募
が
あ
檸
た
盜


